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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

親子で本の世界を味わうことの楽しさや大切さを実感できるように，｢冬の読書フェスティバル｣を開催します。

《一般図書》 11月29日（金) 《児童図書》 11月16日（土）

○『ねずみ年のゆる文字年賀状 筆ペンで書く』
宇田川一美/著 誠文堂新光社

○『使える51の統計手法』
志賀保夫・姫野尚子/共著 オーム社

○『人生のサバイバル力』 佐藤優/著 講談社
○『僕らはSNSでモノを買う』

飯高悠太/著 ディスカヴァー・トゥエンティワン
○『「伝えたつもり」をなくす本』

中山マコト/著 総合法令出版

○『ようかいオリリンピック』 めぐろみよ/作 星の環会

○『ふしぎないどうどうぶつえん』

くさのたき/作 つぼいじゅり/絵 金の星社

○『青いあいつがやってきた!?』

松井ラフ/作 大野八生/絵 文研出版

○『空飛ぶくじら部』 石川宏千花/著 ＰＨＰ研究所

○『江戸っ子漱石先生からの手紙』 渡邉文幸/著 理論社

県立図書館２階の参考図書のコーナーには，レファレンスなどで使用する事典や辞書が置いてあります。百科

事典や広辞苑だけでなく，様々な資料があるので幾つか紹介します。

「好きな作家の短編が読みたいけど，そもそもどんな作品があるのだろうか。」

そんなときは『作家名から引く短編小説作品総覧』（日外アソシエーツ）。日本のミステリー，日本のＳＦ・

ホラー・ファンタジー，海外の小説の３冊があるので，ジャンルごとに探せます。

家紋や姓氏について知りたいときは

『都道府県別姓氏家紋大事典』（柏書房）や『姓氏家系歴史伝説大事典』（勉誠出版）などがあります。

未曾有の大災害，東日本大震災については

『３.11の記録』（日外アソシエーツ）で３冊にわたって，出版された本など関連資料の情報，報道に関する情報

がまとめられています。

ほかにも『明治･大正･昭和･平成事件・犯罪大事典』『神社寺院名よみかた辞典』『雪のことば辞典』『これか

ら見られる日食と月食データブック』など，紹介しきれないほど多岐にわたる資料があります。

参考図書は分厚いものも多く，なかなか手に取ったことがない方も多いかと思いますが，

役立つ情報，面白い情報が得られるかもしれません。この機会に是非のぞいてみてください。

【 その① 】おはなしのじかん冬のスペシャル
＊ 日時：12月15日(日) 午後２時から３時15分まで
＊ 会場：当館 大研修室（１階）
＊ 内容：大型絵本の読み聞かせ，わらべうた，お楽しみ抽選会
◎ 参加者全員に記念品を差し上げます。

【 その② 】ふゆいろのおはなしのじかん
＊ 日時：12月11日(水)・18日(水) 午後３時30分から４時まで

12月12日(木)・19日(木) 午前11時から11時30分まで
＊ 会場：当館 児童文化室内 集会室

【昨年度の｢おはなしのじかん冬のスペシャル｣の一場面】

楽しいイベントがいっぱいのこの期間。たくさんの皆様の御来館

をお待ちしております。
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○一般閲覧室ミニ展示 「本で旅してみませんか。」

11月29日(金)～12月28日(土)

日本や世界に関する旅行本等を紹介します。

○児童文化室ミニ展示 「これでキミも地図はかせ！」

11月29日(金)～12月27日(金)

世界地図や日本地図，地理関係の本を紹介します。

○第２回県立図書館長講演会

県立図書館に届いた

今回紹介していただいた宝本は，ふるたたるひ/作，たばたせいいち/画

の『おしいれのぼうけん』（童心社）です。

＊ 今年も「宝本エピソード展」を開催中です。（11月17日(日)まで）

*ヒント*

きのぼりがじょうずだよ！ ○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

※ 児童文化室は19時まで

日曜日・祝日（ ）: ９時～17時

は，休館日(※11/18～28は，特別整理のための休館です｡)

★ は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）

☆ は，ふゆいろのおはなしのじかん（11時～11時30分）

◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）

は，一般閲覧室新着図書の日（11月29日,12月11日【予定】）

は，児童文化室新着図書の日（11月16日）

にじいろのほん『りんごがひとつ』

ふくだすぐる/作・絵 （岩崎書店）からのクイズです。
さく え いわさきしよてん

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化室
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か しつ

にある箱に，12月14日（土）までに入れてください。正解
はこ がつ にち ど い せいかい

者の中から抽選で20人にしおりなどのプレゼントを差し上
しや なか ちゆうせん にん さ あ

げます。

前回の答えは「①うさぎ」でした。たくさんの御応募あり
ぜんかい こた ご おう ぼ

がとうございました。

ひとつだけおちていたりんごを，

とってにげたのはだれかな？

① ぞう ② きりん ③ さる

僕が小さい頃，寝る前にいつものように母が読んでくれた本です。僕はこの

本をとても怖がっていたのを覚えています。そして，今でもこの本を大切に保

管しています。この本は僕の宝本です。

これからも時々，小さいときのことを思い出しながら読みたいと思います。

12月14日(土) 午後１:30～３:25

・場所：当館１階 大研修室にて

・演題：明智光秀キリシタンの時代

～謎多き悲劇の武将とその

時代を語る！～

【定員180人：事前の申込みが必要です】

「図書館にはこんなにたくさんの仕事があるのだと驚
きました。」
職場体験学習を終えた中高生の最後の挨拶でよく耳に
する言葉です。全く同感です。図書館の業務は，外か
ら見えるよりずっと複雑多岐で，何と奥が深いこと
か。同時に，その言葉を聞くと「図書館職員のゴール
って何？」「県立図書館のミッションは何？」「どう
なれば，私たちの使命は果たされたというの？」こん
な問いが浮かんできます。
日々の業務の中で，今の自分の立ち位置や目指す図

書館の姿をじっくり俯瞰してみることはそう多くない
気がします。しかし，私たちは，｢私たちの仕事｣＝
「図書館の使命」について思いを巡らせ，今まで以上
に語り合う場が必要だと感じます。ＡＩ時代の到来の
中で求められる新たな図書館の役割とその可能性を明
らかにし，進化し続ける図書館であることを求めて。

ふ かん


